
ふれあい

誰
か
の
た
め
に〝
今
〞で
き
る
こ
と
を
！

世
界
を
見
つ
め

地
域
と
つ
な
が
る
社
会
貢
献

地
域
か
ら
世
界
ま
で
。

大
切
に
し
た
い

人
と
人
の
つ
な
が
り

　「
地
域
の
中
核
、世
界
の
人
材
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
、地
域
社
会
の
中
核
と
な
り
同
時

に
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
す
山
梨
大
学
。そ
の
学
び
の
中
で
、夢
と
意
欲
を

持
っ
た
学
生
が
立
ち
上
げ
た『
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル

c
h
a
n
g
e
! ! !
』は
、結
成
か
ら
３
年
。生
命
環
境

学
部
の
学
生
を
中
心
に
、約
40
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
届
け
る

た
め
の
取
り
組
み「
T
a
b
l
e 
f
or  

t
w
o
」は

学
生
が
考
案
し
た
ヘル
シ
ー
ラ
ン
チ
メ
ニュ
ー
を
学
食

で
提
供
し
、そ
の
売
り
上
げ
の
う
ち
１
食
に
つ
き

20
円
を
寄
付
金
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
ま
た
、地
域
の
商
店
と
コ
ラ
ボ
し
て
自
分
た
ち
で

フ
ェア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
を
販
売
す
る
な
ど
、発
展

途
上
国
を
支
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
。さ
ら
に

韮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た「
穴
山
町
サ
ンマ
祭
り
」を

は
じ
め
と
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
イ

ベン
ト
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
的
な
課
題
か
ら
身
近
な
地
域
の
課
題
ま

で
、そ
の
解
決
の
た
め
地
域
に
飛
び
出
し
、自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
学
生
た
ち
。

「
ア
イ
デ
ア
は
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
て
き

ま
す
」。多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
の
重
要
性
を

学
ん
だ
彼
ら
の
瞳
は
、真
っ
す
ぐ
に
未
来
を
見
つ
め

て
い
ま
す
。

 山梨大学

大学生の地域課題への取り組み、地域貢献活動を紹介

　山
梨
大
学『
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
c
h
a
n
g
e
！！！
』は
、地
域
社
会
と
国
際
社
会
の

両
方
に
目
を
向
け
、学
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
力
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
む
社
会
貢
献
は
、一
歩
ず
つ
、し
か

し
確
実
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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出会いと発想が街を生き生きと

 山梨大学 生命環境学部支援課
 TEL 055-220-8807　FAX 055-220-8809

　カロリーを考慮したメニューを作
るのは難しいですが、これを食べる
ことで途上国の子どもたちを救える
ことを伝えたくて頑張っています。
僕らの活動が誰かの笑顔につな
がっていることがうれしいです。

生命工学科２年 田中悠二さん

自分の行動で笑顔を
増やしたい

　メニューを考え、試作をするの
は時間も手間もかかりますが、楽
しいです。これからは地域の皆さ
んにも自分たちの思いを伝え、善
意の輪を広げていきたいと思い
ます。
環境科学科１年 杉山早椰香さん

国際協力は身近なことから
始められると伝えたい

　人と触れ合うことが好きなので、サン
マ祭りで穴山町の皆さんや、被災地気
仙沼から来てくださった皆さんとお会い
できてとてもうれしいです。サンマ祭りが
気仙沼の方たちをはじめ、たくさんの人
の笑顔につながってほしいです。

生命工学科１年 雨宮早紀さん

被災地東北とのつながりに
人の温かさを感じます

　学生からの提案メニューを、食堂
で提供できるメニューにするための
助言をしています。『Table for two』
の活動を浸透させるため、定番メ
ニューを作り、学内外に発信できれ
ば理想的だと思います。
山梨大学生協食堂 店長 棚橋哲也さん

学生たちの力と可能性を
感じています

　県外出身ですが、ボランティアに参
加して出会った人との触れ合いを通して
山梨の人の温かさを知りました。学生と
地域のつながりはまだ少ないと思うの
で、これからもイベントなどを通じてつな
がりを深めていきたいです。

環境科学科１年 増田 陸さん

地域とのつながりを
深めていきたい

　若い人たちが地域に目を向け自分
の関心領域を広げていくことは、とて
も良いことです。彼らの熱意を発揮す
るための場を一緒につくり、見守って
いきたいと思います。
穴山町サンマ祭り実行委員会

事務局長 清水俊弘さん

　被災地から離れていてもできることが
ある、また震災を忘れてはいけないと学
生さんにも感じてほしいです。同時に少
子高齢化など地域が抱える問題にも目
を向けてくれることに期待をしています。
穴山町サンマ祭り実行委員会

会長 伊藤正大さん

学生さんたちの活躍は、地域に活力を与えてくれています

　大学を盛り上げたいと
いう思いと、学生でもできる
国際協力・地域貢献があ
ることを広めたくて、サーク
ルを立ち上げ活動を始め
ました。多くの人と出会い、
力を貸していただく中で、
人や地域のつながりが地
域の活性化や課題解決
にとって重要であることに
も気付きました。これからも
視野を広く持ち、学生にも
できることを見つけて取り
組んでいきます。

国際支援から
地域貢献まで
視野を広く持ち
活動しています

vol.❸

検索山梨大　生命環境学部

「Table for two」新メニューの完成試食会

東日本大震災被災地応援企画「穴山町
サンマ祭り2014」にボランティアとして
参加。学生との交流が、この地域を元
気づけることにもつながっている。

国際協力サークルchange!!!代表
生命工学科３年 渡邉和人さん

 【問い合わせ先】 

チ

ェ

ン

ジ

テ
ー
ブ
ル
　
　 
フ
ォ
ー
　 

 
 

ツ
ー

change!!!のメンバーが提案し、学生食堂で提供した
「Table for two テイクアウト 秋の炊き込みごはん」


